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第 六 章 樺 太 演 習 林 植 物 の 特徴

前記植物 目録 より計算して演習林 所産 の有維管束植物の藪は400種 に して235属

66科 に亘 る。

今其敷を植物分類學上の区分 に よりて配列すれば次の如 し。

後生花被区門

古生花被区門

双 子 葉 門

畢 子 葉 門

被 子 部

裸 子 部

顯 花 植 物

羊 歯 部

計

科 属 種

17701∞

33101178

50171278

84684

58217362

266

60223368

61232

66235400

66科 中、属の数的關係は次の如 し。

1)十 個以上の属を有 するもの 七 科

菊 科(25馬)石 南科(Io属)緻 形科(13属)

薔薇科(15属)毛 食科(13囑)百 合科(18属)

禾本科(12属)

2)五 個乃至 九個の属を有す るもの 入 科

玄参科(6属)唇 形科(5属)十 字科(g囑)
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石 竹 科(9属)蘭 科(6属)松 科(5属)

水龍骨科(7属)萱 科(6属)

3)四 個の属 を有す るもの 二 科

4)三 個の属 を有す るもの 六 科

5)二 個の属 を有するもの 七 科

6)一 個の属 を有す るもの 三十六科

66科 中、種類の藪的關係はi爽の如 乙。

1)一 科 にして30種 以上を有するもの 二 科

菊 科(37種)薔 薇科(30種)

2)一 科 にじて20-29種 を有するもの 二 科

百合科(25種)渉 草科(23種)

3)一一科 にしてlo-lg種 を有す るもの 九 科

石南科(17種)緻 形科(15種)十 字科(13種)

毛黄科(Ig種)蓼 科(II種)石 竹科(16種)

楊柳科(Io種)禾 本科(18種)水 龍骨科(15種)

4)一 科 にして6-g種 を有す るもの 九 科

慰冬科(6種)茜 草科(6種)玄 墾科(g種)

董 科(8種)虎 耳草科(g種)景 天科(6種)

蘭 科(8種)石 松科(8種)木 賊科(6種)

5)一 科 にして5種 を有す るもの 五 科

6)一 科 にして4種 を有 するもの 一

7)一 科 にして3種 を有するもの 入 科

8)一 科 に むて2種 を有 するもの 五 科

9)一 科にして1種 を有す るもの 二十六科

235属 中、種類 の数的關係は次の如 し。
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1)一 属 に し て 五 個 以 上 の種 類 を有 す る も の 十 三 属

ヨ モ ギ 属(Artemisia5種)ヤ ヘ ム ク ラ属(Galium5種)

ス ノ キ属(Vaccinium5種)ベ ン ケ イ サ ウ厩(Sedum6種)

キ ジ ム シ ロ属(Potentilla5種)ル ・コ ベ 属(Ste1Iaria7種)

タ デ属(Polygonum8種)ヤ ナ ギ 属(Salix8種)

ス ゲ 屡}(Carex20種)イ チ ゴ ツナ ギ 属 .(Poa6種)

ヒ カ ゲ ノ カ ヅ ラ属(Lycopodium8種)ト ク サ屍(Equisetum6種)

ヤ ブ ソ テ ツ歴i(Dryopteris6種)

2)一 属 に し て四 個 の 種 類 を有 す る も の 五 囑

キ ヲ ン属(Sellecio)ク カ イ ツ'ウ 屡(Veronica)

ヤ ナ ギ ラ ン属(Epilobium)■ チ ゴ属(Rubus)

ス グ リ属(Ribes)

3)一 属 に し て 三 個 の種 類 を有 す る もの 十 七 属

4)一 属 に し て 二 個 の 種 類 を有 す る も の 三 十 四 属

分 一 馬 に し て 一 個 の種 類 を 有 す る もの 百 六 十 六 属

以上に よ り考察すれば 樺 太演習林 に於ける植物は 菊科、薔薇科、百合科等最 も

優勢 にして、 こ桝 ζ次 くは石南科、緻 形科、毛黄科、禾木科、十字科 、石竹科 、

水龍骨科等 な う。

但 し 是等の考察は 目録に よる数的關係 より蹄納せ るものにして 若 し其生育せ る

個体の量 よら考察すれば 寧 ろ松科、石南科等最 もよく登達 し、 又其立地關係に

よりて著 しき分布の相違 を示せ ることは前述せ る所の如 し。

(工藤博士 北樺太植物 調査参照)


